
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０月の市算研ニュース 

○各学年部会  

会員による実践提案と研究協議が行われました。 

○算数指導法基礎講座 

○幹事研修会  

市算研副会長南部礼子先生による講演がありました。 

2 期制の学校に

とって学期末とな

る中、お集まりの

先生方は熱心に話

し合いをしていま

した。 

１１月は一斉授

業研の指導案検

討、基礎講座は開

かれません。指導

案検討の部会にご

参加ください。 

算数指導法基礎講座 
～１０月「生活の中から算数の教材を探す」～ 

 

「子どもが輝く授業」についてのお話し

でした。 

磯子区や浜小学校での授業実践事例、さ

らにご自身が最近実践された事例も紹介し

てくださいました。 

また、次期指導要領の改定についても触

れていただき、参会者にとっては、今後ど

のような点に留意して授業づくりをするこ

とが「子どもが輝く」ことにつながるか学

ぶ機会となりました。 

新算研全国大会 in 秋田 

テーマ「1 時間の授業評価をどう行うか」 

1 年「図を使って考えよう」 2 年「はこの形」 

3 年「三角形」       ４年「小数のかけ算とわり算」 

5 年「百分率とグラフ」   6 年「資料の調べ方」 

1 月のテーマ・単元(予定) 

幹事研修会 

講師：市算研副会長 南部礼子先生（浜小校長） 

10 月 23 日(日)秋田県大仙市立大曲小学校で小学校算数教育研究全国大会が行われました。

研究授業も行われましたが、秋田県外の唯一の授業者として、岸谷小学校の大井先生が研究授業

をされました。来年の全国大会は横浜で開かれます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜提案の内容＞ 

（育てたい資質能力） 

・分数の意味や表し方 

・もとの大きさに着目する力 

・生活場面を算数・数学的に見つめ直

そうとする態度 

（学びの文脈） 

・日常場面の“半分にする”という経験

を掘り起し、問題意識を高めて算数

の学習に繋げる。 

・様々な分け方で半分にし、合わせた

らもとの大きさと同じであること

や、分けた２つはぴったり重なるこ

となどを通して、分数の意味を実感

的に理解する。 

○子どもの思考対象を明確にすること 

・2 分の１と半分はどう違うのか。半分を数で言え

ないだろうかという問いを子どもたちにもたせ

ることが必要。 

＜成果・今後の課題＞ 

・生活場面から課題を見出せるようにしたことで、子ど

もたちが進んで考えようと取り組んだ。 

・数を広げていくという視点から、学びの文脈を再検討

することで、「もとの大きさ」への意識や、2 分の１、

４分の１、8 分の１から、その間の 3 分の１について

も考えよう子どもたちが進んで考えられるようにす

る。 

＜講師の指導＞ 

・「半分」「4 人で分ける」というあいまいだったことを、「同じ大きさに

２つに分けた 1 つ分」というはっきりしたものに変える学習である。 

・操作活動を通して、子どもたちが発見していくことを大切すべきであ

る。そのためには子どもたちに教えるばかりでなく、子どもたちが気

づくのを待つのも大切。子どもがつくる算数の授業になるようにする。 

 

○１/２を実感的に理解すること 

・ただ折り紙を２等分するだけ

ではなく、どんな作業をしたの

か、子どもたちが説明すること

で、１/２の意味を理解するこ

とにつながる。 

○もとの大きさを意識した指

導 

・２つに分けたものを１つに

戻してもとの大きさになる

ことを確認したり、もとの

大きさの 2 分の１と表した

りすることで、もとの大き

さを意識させていく。 

 

低学年部会担当 亀岡亜由子（岸谷小学校） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

低学年部会担当 亀岡亜由子（岸谷小） 

＜提案の内容＞ 

（育てたい資質能力） 

・正しく式を用いたり計算したりす

る技能 

・数量の関係を言葉、数、式、図など

を用いて簡潔・明瞭に表現し、説明

する力 

・数の範囲を拡張して発展的に考え

たことを、批判的に検討しようと

する態度 

（学びの文脈） 

・黒丸●と白丸○の違いを表せる再

現性に着目し、式の意味を確認す

る。 

・式を用いて場面を表現し、また式に

表現された思考過程を読み、式の

よさを実感する。 

○思考対象の明確化 

・A の場面と B,C の場面では思考の対象が変わっている。 

・図を１つの式に表そう、などと問うてみてもよかった。 

・式から図への再現と図から表した式は必ずしも同じでは

ない。 

 

＜成果・今後の課題＞ 

・本時で身に付けさせたい力を育成する展開になっていた。 

・発展の問題は、白丸○の数が多くなっただけになってしまっ

ているので、検討が必要。 

＜講師の指導＞ 

・本時は思考労力の節約なのか、数の範囲の拡張なのか、どこ

に焦点をあてるか考えることが必要。 

・子どもの実態を踏まえると、Ｂの場面の○の数を減らすとい

う展開でもよかった。 

・「式を書くこと・読むこと」は表裏一体あるから、一時間で

両方から扱うべきである。式と図や言葉を児童が行き来し、

図と式の関連づけてみることで、児童が式のよさを実感す

ることにつながる。 

 

○式の再現性に着目させる

こと 

・黒丸●・白丸○の混じった

場面を扱うことが式の再

現性だけでなく、かけ算と

して場面を捉えることに

もつながった。 

・移動できるものを取り上げ

ることで、B,C の場面につ

なげることができる。 

○自分たちの解決を批判的に検証

すること 

・「前と同じようには移動できない

…厳しい」で終わらせないで、そ

こをさらに考えさせたい。 

・でっぱりを移動する考え方がい

つでも使えるか批判的に捉えさ

せたかった。 

中学年部会担当 三塚大亮（中丸小学校） 



 

 

 

 

 

 

 

 

＜提案の内容＞ 

（育てたい資質能力） 

・平均や単位量あたりの大きさで比べ

ること 

・単位量あたりの大きさの比べ方を既

習の量と統合して考えること 

・情報過多の場面から条件を判断する

態度、単位量あたりの大きさを用い

て、合理的・能率的に比べられるよさ 

（学びの文脈） 

・『車の性能』をキーワードに、様々な

情報の中から、思考の対象を絞る。 

・比べるのに２量が必要なことと比較

する点を明確にし、「揃える」ことの

よさを実感する。 

○数値の設定 

・一方をそろえるよさに結び

つく数値や、数直線上に表

すよさを実感できる数値に

する必要がある。 

＜成果・今後の課題＞ 

・日常の事象を算数の世界にのせるという視点は価値があ

る。 

・既習のどの学習に統合するかを明確にし、まとめに表れる

ようにしたい。 

＜講師の指導＞ 

・この学習は、統計や標本につながっていく内容である。 

・情報過多の問題では、何を比較するかが分かった上で、ど

の数値が必要か考えることに意味がある。 

・「そろえる」をメインに気付きを促す展開にしたい。何を

そろえたかを式や図と結びつけて板書やノートに残せる

とよい。 

・除法の意味の捉え直しの学習である。割ることで、一方が

そろうよさを理解し、除法を道具として使える子を育てた

い。 

 

○素材について 

・『車の性能』は、本当に子どもたちにとって身

近な問題なのか。 

・必要感があること、経験から考えたり驚きをも

って取り組めることが大切。 

○思考の文脈が見える板書のあり方 

・「一方をそろえる」につながる板書がほ

とんど残っていない。結果だけでなく、

考えたことや気づいたことを板書に残

すことで、子どもたちが大切な考えを

意識することにつながる。 

・数直線や、公倍数の考えも出し、板書

に整理するとよかった。 

高学年部会担当 中川絵里子（新田小学校） 


